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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物質を濃縮する方法であって、
（ａ）物質を提供するステップであり、ここで物質が液体キャリア中に荷電可能な粒子を
含むステップ、
（ｂ）コンベヤーと第一の電極の間に物質を通過させるステップであって、ここでコンベ
ヤーと第一の電極の間に電圧が印加され、物質がコンベヤーに接着し、そしてここでいく
らかの液体キャリアがコンベヤー上の物質から除去され得るステップ、
（ｃ）可動面を経てコンベヤー上の物質を通過させるステップであって、ここで物質が可
動面と接触し、電圧がコンベヤーと可動面との間に印加され、荷電可能な粒子がコンベヤ
ーに向かって移動するよう配置され、そして液体キャリアの一部分が除去されてコンベヤ
ー上の液体キャリア中の荷電可能な粒子の濃度が上昇し、コンベヤー上の濃縮された物質
が生じ、そしてコンベヤーと可動面とがそれぞれお互いから分岐するステップ、
（ｄ）少なくとも一部分の濃縮された物質をコンベヤーから除去するステップ、
（ｅ）ステップ（ｂ）もしくはステップ（ｃ）においてコンベヤーから除去された少なく
とも一部分の液体キャリアを、第二の電極とコンベヤーの間を通過させ、第二の電極は、
コンベヤーの移動方向で、第一の電極よりも上流かつ濃縮された物質がコンベヤーから除
去される位置よりも下流に配置され、そしてコンベヤーと第二の電極の間に電圧が印加さ
れ荷電可能な粒子がコンベヤーに向かって移動するように配置され、そしていくらかの液
体キャリアが除去されるステップ、
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を含む方法。
【請求項２】
　第二の電極がコンベヤーに対して相対的に静止し、そして、ギャップにおいて第二の電
極がコンベヤーから分離し、ステップ（ｅ）においてこのギャップを通って液体キャリア
が通過し、そして第二の電極が、ギャップ領域の少なくとも一部分において、最寄のコン
ベヤーの表面の形状に対応する形状を持つ、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　ギャップが第二の電極とコンベヤーとの間に提供され、そしてステップ（ｅ）において
液体キャリアが、第二の電極を経たコンベヤーの移動方向と実質的に反対の方向において
ギャップへと供給される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　液体キャリアが、第二の電極を経たコンベヤーの移動方向と反対の方向で電極の長さを
移動したあとに回収される、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　コンベヤーと第二の電極との間に印加される電位差が５００Ｖ～６０００Ｖである、請
求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第二の電極とコンベヤーとの間の最短距離が０．５～２ｍｍである、請求項１に記載の
方法。
【請求項７】
　物質が液体キャリア中に荷電可能な粒子を含む静電インク組成物である、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　ステップ（ｂ）もしくはステップ（ｃ）においてコンベヤーから除去された液体キャリ
アーが閾値もしくはそれ以下の固形分含量を持つときに、第二の電極とコンベヤーとの間
を通過する、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　複数の可動面が、コンベヤーの外部表面において、もしくはコンベヤーの外部表面近傍
において連続して提供され、そしてそれぞれの可動面が回転ドラムの形状で可動体の一部
分を形成し、そしてここで第一の電極の最寄のドラムで回収された液体キャリアが第一の
電極に再循環され、そしてステップ（ｅ）において他のドラムもしくは複数のドラムから
除去された液体キャリアの少なくとも一部分が第二の電極とコンベヤーとの間を通過する
、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　複数のドラムのそれぞれが、金属コアと弾性材料を含む外部表面層とを持つ、請求項９
に記載の方法。
【請求項１１】
　コンベヤーが非金属の、弾性のもしくは非弾性の材料の表面カバーを持つ、金属コアを
含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　コンベヤーが、ＩＩＩ型陽極酸化表面を持つアルミニウムコアを含む、請求項１に記載
の方法。
【請求項１３】
　荷電可能な粒子が、エチレンもしくはプロピレンとアクリル酸もしくはメタクリル酸の
いずれかのエチレン性不飽和酸とのコポリマーであるポリマーを含む樹脂を含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項１４】
　物質を濃縮するための装置であって、コンベヤー、第一の電極、可動面、濃縮した物質
を除去する手段、および第二の電極を含み、
（ａ）コンベヤーと第一の電極との間に物質を通過させるステップであって、ここで物質
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が液体キャリア中に荷電可能な粒子を含み、コンベヤーと第一の電極との間に電圧が印加
され、物質がコンベヤーに接着し、そしてここでいくらかの液体キャリアがコンベヤー上
の物質から除去され得るステップ、
（ｂ）可動面を経てコンベヤー上の物質を通過させるステップであって、ここで物質が可
動面と接触し、電圧がコンベヤーと可動面との間に印加され、荷電可能な粒子がコンベヤ
ーに向かって移動するよう配置され、そして液体キャリアの一部分が除去されてコンベヤ
ー上の液体キャリア中の荷電可能な粒子の濃度が上昇し、コンベヤー上の濃縮された物質
が生じ、そしてコンベヤーと可動面とがそれぞれお互いから分岐し、コンベヤー上に少な
くとも一部分の濃縮された物質が残るステップ、
（ｃ）濃縮した物質を除去する手段によって少なくとも一部分の濃縮された物質をコンベ
ヤーから除去するステップ、
（ｄ）ステップ（ａ）もしくはステップ（ｂ）においてコンベヤーから除去された少なく
とも一部分の液体キャリアを、第二の電極とコンベヤーとの間を通過させ、第二の電極は
、コンベヤーの移動方向で、第一の電極よりも上流かつ濃縮した物質を除去する手段より
も下流に配置され、そしてコンベヤーと第二の電極との間に電圧が印加され荷電可能な粒
子がコンベヤーに向かって移動するように配置され、そしていくらかの液体キャリアが除
去されるステップ、
を含む方法を実施するために適合した、装置。
【請求項１５】
　第二の電極とコンベヤーとの間にギャップが提供され、ステップ（ｄ）で、第二の電極
を経たコンベヤーの移動方向とは実質的に反対側の方向でギャップに液体キャリアを、装
置が供給できる、請求項１４に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　一般的に、静電印刷プロセスは、光導電面上に画像を創出するステップ、荷電粒子を持
つインクを光導電面に塗布してそれらが画像に選択的に結合するようにするステップ、そ
してその後に、画像の形状の荷電粒子を印刷基材へと転写するステップを含む。
【０００２】
　光導電面は、典型的にはシリンダー上にあり、しばしばフォトイメージングプレート（
ＰＩＰ）と称される。光導電面は、静電潜像によって選択的に荷電され、背景領域は異な
る電圧によって荷電される。例えば、液体キャリア中に荷電トナー粒子を含む静電インク
組成物は、選択的に荷電された光導電面と接触させるようにされ得る。荷電トナー粒子が
潜像の画像領域へと接着し、一方で背景領域は清浄なままになる。イメージはその後、印
刷基材（例えば紙）へと直接的に転写されるか、または、より一般的には、より一般的に
は、柔らかい膨張したブランケットであってよいような中間転写部材へと最初に移され、
そして印刷基材へと転写される。この方法の変形例は、光受容体上、もしくは誘電材料上
に、静電潜像を形成するために、他の方法を用いる。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
【図１】図１は、例えば静電インク組成物のような物質を濃縮し、かつ本明細書に記載さ
れる方法の例を実施するための装置の例である。
【発明を実施するための形態】
【０００４】
　本発明の例を開示および説明する前に、本明細書に開示される特定のプロセスステップ
および材料が変形し得るので、本開示はそのようなプロセスステップおよび材料へと限定
するものではないと理解されるべきである。本明細書に使用される用語は、特定の例を説
明する目的のためだけに使用されに使用されるということもまた理解されるべきである。
本開示の範囲は、添付の請求項およびそれらの均等物によってのみ限定されることが意図
されているため、この用語は限定を意図するものではない。
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【０００５】
　明細書および添付の請求項において使用されるとき、単数形である「ａ」、「ａｎ」及
び「ｔｈｅ」は、文脈が明らかに他のものを記述しているのでなければ、複数の意味を含
むことは注意されたい。同様に、明細書および添付の請求項において使用されるとき、複
数形は、文脈が明らかに他のものを記述しているのでなければ、単数のものを含む。
【０００６】
　本明細書において使用されるとき、「液体キャリア」、「キャリア液」「キャリア」も
しくは「キャリアベヒクル」は、その中にポリマー、粒子、着色剤、チャージディレクタ
および他の添加剤が分散して液体静電インクもしくは電子写真インクを生じることのでき
る液体を指す。典型的なキャリア液は、界面活性剤、共界面活性剤、粘度調整剤および／
もしくは他の含有可能な成分のようなさまざまな異なる剤の混合物を含み得る。
【０００７】
　本明細書において使用されるとき、「静電インク組成物」は、しばしば電子写真印刷プ
ロセスと呼ばれる静電印刷プロセスにおける使用に典型的に好適なインク組成物を一般的
に指し、それは液体状であり得る。
【０００８】
　本明細書において使用されるとき、「顔料」は一般的に顔料着色剤、磁性粒子、アルミ
ナ、シリカおよび／もしくは他のセラミクスもしくは有機金属を一般的に含み、そのよう
な粒子は色をもたらしてももたらさなくてもよい。このように、本明細書での記載は主に
顔料着色剤の使用を例示するが、用語「顔料」は、より一般的に、顔料着色剤のみではな
く、有機金属、フェライト、セラミクスなどのような他の顔料をもまた記載するのに用い
られ得る。
【０００９】
　本明細書において使用されるとき、「コポリマー」は、少なくとも二つのポリマーより
重合化されるポリマーを指す。
【００１０】
　特定のモノマーは、ポリマーの特定の重量パーセントを構成するものとして本明細書に
記載され得る。これは、ポリマー中の前記モノマーより形成される繰り返し単位が、ポリ
マーの前記重量パーセントを構成することを示す。
【００１１】
　標準試験が本明細書で述べられるとき、他に特に言及されない限り、試験の版は、本特
許出願の出願時における最も新しいものを指す。
【００１２】
　本明細書において使用されるとき、「静電印刷」もしくは「電子写真印刷」は、フォト
イメージング基材から印刷基材へと直接的に、もしくは中間転写部材を介して間接的に転
写される画像を提供するプロセスを一般的に指す。このように、画像は、それが塗布され
るフォトイメージング基材中に実質的に吸収されない。さらに「電子写真印刷機」もしく
は「静電印刷機」は、上述の電子印刷もしくは静電印刷を実施できる印刷機を一般的に指
す。「液体電子写真印刷」は、電子写真印刷の特別の型であり、ここでは、電子写真プロ
セスにおいて粉状トナーよりも液体インクが用いられる。静電インクプロセスは、例えば
、１０００Ｖ／ｃｍもしくはそれ以上の電場勾配を持つ電場、および例えば、１５００Ｖ
／ｃｍもしくはそれ以上の電場勾配を持つ電場のような電場へと、静電インク組成物を供
するステップを含み得る。
【００１３】
　本明細書に記載されるとき、物質（例えば静電インク組成物）の「濃縮」は、物質（例
えば静電インク組成物）の固形分の上昇、例えば重量パーセントの点においての上昇を示
し得る。これは、物質の固形分の濃度を上昇させることを含み得る（例えば静電インク組
成物）。
【００１４】
　本明細書において使用されるとき、用語「約」は、数値範囲の末端に対し、与えられた
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範囲が、その末端の「少し上」もしくは「少し下」であってよいということをもたらすこ
とによって、柔軟性をもたらす。この用語の柔軟性の度合いは、特定の変数によっても決
定でき、そして経験および本明細書中の関連した記載に基づいて決定する当業者の知識の
範囲内でもあり得る。
【００１５】
　本明細書において使用されるとき、複数の物品、構造要素、組成要素、および／もしく
は材料は、便宜上、共通のリストにおいて示される。しかしながらこれらのリストは、リ
ストにおけるそれぞれの要素が別々の、かつ独自の要素として個別に識別されているよう
に解釈されるべきである。このように、それらを否定する指示がないときに、そのような
リストの個別の要素のいずれも、それらが共通の群に示されることのみに基づいて同じリ
ストの他の任意の要素の事実上の均等物として解釈されるべきではない。
【００１６】
　本明細書において、濃度、量および他の数値は範囲の形式で示され得る。そのような範
囲の形式は単に利便性と簡潔さのためにのみ使用されるものであって、範囲の臨界点とし
て明示的に示される数値を含むだけでなく、あたかもそれぞれの数値範囲とサブ範囲とが
明示的に示されているように、その範囲内に包含される数値もしくはサブ範囲（ｓｕｂ－
ｒａｎｇｅ）をもまた含むものであると柔軟に解釈されるべきである。例えば、「約１重
量％から約５重量％」という数値範囲は、明示的に示された約１重量％から約５重量％と
いう範囲のみを含むのではなく、示された範囲内の個々の値とサブ範囲とをも含むと解釈
されるべきである。このように、この数値範囲は、２、３．５および４のような個々の範
囲と、１～３、２～４および３～５などのようなサブ範囲とを含む。同じ原理は単一の数
値のみを示す範囲にも適用される。さらに、そのような解釈は、記載される範囲もしくは
性質の広さに関わらず適用されるべきである。
【００１７】
　他に言及されない限り、本明細書に記載されるすべての特徴は、本明細書に記載される
任意の態様もしくは任意の他の特徴と組み合わせることができる。
【００１８】
　ある例において、物質（例えば静電インク組成物）が作製されたあとであり、かつそれ
が例えば印刷などにおいて使用される前において、それは濃縮され得、そしてパッケージ
され得る。それは製造場所から使用場所へと運搬され得、例えばそれが静電インク組成物
であるとき、例えば印刷において使用され得る。
【００１９】
　第一の態様においいて、物質を濃縮する方法が提供される。方法は以下のステップを含
み得る。
（ａ）物質を提供するステップであり、ここで物質が液体キャリア中に荷電可能な粒子を
含むステップ、
（ｂ）コンベヤーと第一の電極の間に物質を通過させるステップであって、ここでコンベ
ヤーと第一の電極の間に電圧が印加され、物質がコンベヤーに接着し、そしてここでいく
らかの液体キャリアがコンベヤー上の物質から除去され得るステップ、
（ｃ）可動面を経てコンベヤー上の物質を通過させるステップであって、ここで物質が可
動面と接触し、電圧がコンベヤーと可動面の間に印加され、荷電可能な粒子がコンベヤー
に向かって移動するよう配置され、そして液体キャリアの一部分が除去されてコンベヤー
上の液体キャリア中の荷電可能な粒子の濃度が上昇し、コンベヤー上の濃縮された物質が
生じ、そしてコンベヤーと可動面とがそれぞれお互いから分岐するステップ、
（ｄ）少なくとも一部分の濃縮された物質をコンベヤーから除去するステップ。
ある例において、方法はさらに以下のステップを含み得る。
（ｅ）ステップ（ｂ）もしくはステップ（ｃ）においてコンベヤーから除去された少なく
とも一部分の液体キャリアを、第二の電極とコンベヤーの間を通過させ、そしてコンベヤ
ーと第二の電極の間に電圧が印加され荷電可能な粒子がコンベヤーに向かって移動するよ
うに配置され、そしていくらかの液体キャリアが除去されるステップ。
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【００２０】
　第二の態様において、物質を濃縮するための装置が提供される。装置は、本明細書に開
示される方法に好適であり、かつ／または該方法を実施するよう適合している。装置は、
コンベヤー、第一の電極、可動面、濃縮した物質を除去する手段、および、ある例におい
ては第二の電極を含み得る。装置は以下のステップを含む方法を実施するよう適合してい
てもよい。
（ａ）コンベヤーと第一の電極の間に物質を通過させるステップであって、ここで物質が
液体キャリア中に荷電可能な粒子を含み、コンベヤーと第一の電極の間に電圧が印加され
、物質がコンベヤーに接着し、そしてここでいくらかの液体キャリアがコンベヤー上の物
質から除去され得るステップ、
（ｂ）可動面を経てコンベヤー上の物質を通過させるステップであって、ここで物質が可
動面と接触し、電圧がコンベヤーと可動面の間に印加され、荷電可能な粒子がコンベヤー
に向かって移動するよう配置され、そして液体キャリアの一部分が除去されてコンベヤー
上の液体キャリア中の荷電可能な粒子の濃度が上昇し、コンベヤー上の濃縮された物質が
生じ、そしてコンベヤーと可動面とがそれぞれお互いから分岐し、コンベヤー上に少なく
とも一部分の濃縮された物質が残るステップ、
（ｃ）濃縮した物質を除去する手段によって少なくとも一部分の濃縮された物質をコンベ
ヤーから除去するステップ。ある例において、方法はさらに以下のステップ（ｄ）を含み
得る。
（ｄ）ステップ（ａ）もしくはステップ（ｂ）においてコンベヤーから除去された少なく
とも一部分の液体キャリアを、第二の電極とコンベヤーの間を通過させ、そしてコンベヤ
ーと第二の電極の間に電圧が印加され荷電可能な粒子がコンベヤーに向かって移動するよ
うに配置され、そしていくらかの液体キャリアが除去されるステップ。
【００２１】
　ある例において、第二の電極はコンベヤーに対し相対的に静止し、ステップ（ｅ）にお
いて液体キャリアが通過するギャップによって分離され、ギャップ領域の少なくとも一部
分において、コンベヤーの最寄の表面の形状に対応する形状を持つ。
【００２２】
　ある例において、ギャップが第二の電極とコンベヤーの間に提供され、第一の態様のス
テップ（ｅ）における液体キャリア、もしくは第二の態様のステップ（ｄ）における液体
キャリアが、第二の電極を経るコンベヤーの移動方向とは実質的に反対の方向で、ギャッ
プに供給される。
【００２３】
　ある例において、液体キャリアは、第二の電極を経るコンベヤーの移動方向とは逆の方
向で電極の長さを移動したあとに回収される。
【００２４】
　ある例において、コンベヤーと第二の電極の間の電位差は５００Ｖから６０００Ｖであ
る。
【００２５】
　ある例において、第二の電極とコンベヤーの間の最短距離は０．５ミリメートルから２
ミリメートルである。
【００２６】
　ある例において、物質は液体キャリア中に荷電可能な粒子を含む静電インク組成物であ
る。
【００２７】
　ある例において、第一の態様の方法におけるステップ（ｂ）もしくはステップ（ｃ）に
おいて（もしくは第二の態様のステップ（ａ）およびステップ（ｂ）において）コンベヤ
ーから除去される液体キャリアは、もしそれが閾値もしくは閾値以下の固形分を持つなら
、第二の電極とコンベヤーの間を通過する。
【００２８】
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　ある例において、コンベヤーの外部表面において、もしくはその近辺において複数の可
動面が提供され、そしてそれぞれの可動面は、回転ドラムの形状の可動体の部分を形成し
、ここで第一の電極の最寄りのドラムから除去される液体キャリアは第一の電極に再循環
され、他のドラムもしくは他の複数のドラムから除去される少なくとも一部分の液体キャ
リアは、ステップ（ｅ）において第二の電極とコンベヤーの間を通過する。ある例におい
て、複数のドラムのそれぞれが、金属のコアと弾性材料を含む外部表面層とを持つ。
【００２９】
　ある例において、コンベヤーはシリンダーの形状にある回転ドラムであるか、またはそ
のような回転ドラムを含む。ある例において、ドラムは非金属の、弾性の、もしくは非弾
性の材料の表面カバーを持つ金属コアを含む。ある例において、ドラムはアルミニウムコ
アを含み、それはＩＩＩ型陽極酸化表面被覆を持つ。
【００３０】
　ある例において、荷電粒子は、エチレンもしくはプロピレンとアクリル酸もしくはメタ
クリル酸のいずれかのエチレン性不飽和酸とのコポリマーであるポリマーを含む樹脂を含
む。
【００３１】
　濃縮されるべき物質
　物質は液体キャリア中の荷電可能な粒子を含み得る。ある例において、物質は静電イン
ク組成物である。荷電可能な粒子は樹脂を含み得る。ある例において、例えば静電インク
組成物のような物質は、液体キャリアと樹脂および着色剤を含む粒子とを含む。荷電可能
な粒子は液体キャリア中に懸濁され得る。
【００３２】
　荷電可能な粒子は静電印刷プロセスにおける使用に好適なトナー粒子であってよい。荷
電可能な粒子は電場中での電気泳動を実施することができる。荷電可能な粒子は、例えば
正の、もしくは負の荷電を持ち得るか、または電場勾配に配置されるときに荷電を生じる
ことができてもよい。荷電可能な粒子は、たておば、樹脂が酸性側基を持つなら、樹脂の
性質によって荷電を生じることができてもよい。ある例において、物質（例えば静電イン
ク組成物）は、チャージディレクタを含んでもよい。
【００３３】
　樹脂は熱可塑性ポリマーを含んでもよい。特に、樹脂のポリマーはエチレンアクリル酸
コポリマー、エチレンメタクリル酸コポリマー、エチレンビニルアセタートコポリマー、
エチレン（例えば８０重量％～９９．９重量％）とメタクリル酸もしくはアクリル酸のア
ルキル（例えばＣ１～Ｃ５）エステル（例えば０．１重量％～２０重量％）のコポリマー
、エチレン（例えば８０重量％～９９．９重量％）と、アクリル酸もしくはメタクリル酸
（例えば０．１重量％～２０．０重量％）と、メタクリル酸もしくはアクリル酸のアルキ
ル（例えばＣ１～Ｃ５）エステル（例えば０．１重量％～２０重量％）とのコポリマー、
ポリエチレン、ポリスチレン、アイソタクチックポリプロピレン（結晶性）、エチレンエ
チルアクリラート、ポリエステル、ポリビニルトルエン、ポリアミド、スチレン／ブタジ
エンコポリマー、エポキシ樹脂、アクリル樹脂（例えば、メチルメタクリラート（例えば
５０重量％～９０重量％）／メタクリル酸（例えば０重量％～２０重量％）／エチルヘキ
シルアクリラート（例えば１０重量％～５０重量％）のような、アクリル酸もしくはメタ
クリル酸とアクリル酸もしくはメタクリル酸のアルキルエステルの少なくとも一つとのコ
ポリマーであって、ここでアルキルが、１から約２０個の炭素原子を持ち得る）、エチレ
ンアクリラートターポリマー、エチレン-アクリル酸エステル－無水マレイン酸（ＭＡＨ
）もしくはグリシジルメタクリラート（ＧＭＡ）ターポリマー、エチレンアクリル酸イオ
ノマー、ならびにそれらの組み合わせから選択し得る。
【００３４】
　ある例において、樹脂は、エチレンもしくはプロピレン（例えば８０重量％～９９．９
重量％）とメタクリル酸もしくはアクリル酸との（例えば０．１重量％～２０重量％）の
コポリマーである。ある例において、樹脂は、エチレンもしくはプロピレンと、アクリル
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酸およびメタクリル酸のいずれかのエチレン性不飽和酸との子ポリマーである。ある例に
おいて、第一のポリマーはエステル基を含まず、ある例において、樹脂はさらにエステル
側基を持つ第二のポリマーを含む。エステル側基を持つ第二のポリマーは、（ｉ）エステ
ル化アクリル酸もしくはエステル化メタクリル酸より選択されるエステル側基を持つ第一
のモノマー、（ｉｉ）アクリル酸もしくはメタクリル酸から選択される酸性側基を持つ第
二のモノマー、ならびに（ｉｉｉ）エチレンおよびプロピレンから選択される第三のモノ
マーのコポリマーであってよい。
【００３５】
　第一の態様もしくは第二の態様のステップ（ａ）において、樹脂は、物質（例えば静電
インク組成物）の固形分の５重量％～９９重量％を構成し得、ある例において、物質（例
えば静電インク組成物）の固形分の５０重量％～９０重量％を構成し得、ある例において
、物質（例えば静電インク組成物）の固形分の７０重量％～９０重量％を構成し得る。物
質（例えば静電インク組成物）の固形分の残余の重量％は、着色剤、ならびに、ある例に
おいて、存在し得る任意の他の添加剤であってよい。
【００３６】
　一般的に、液体キャリアは物質（例えば静電インク組成物）中の他の成分を分散させる
媒体として作用する。例えば、液体キャリアは炭化水素、シリコーン油、植物油などを含
み得るか、またはそれらであり得る。液体キャリアは、トナー粒子の媒体として使用でき
る絶縁性の、非極性の、非水性の液体を含み得るがそれらに限定されない。液体キャリア
は、約１０９オーム－ｃｍを超える電気抵抗を持つ化合物を含み得る。液体キャリアは約
５未満の誘電率を、ある例では約３未満の誘電率を持ち得る。液体キャリアは、炭化水素
を含み得るがそれらに限定されない。炭化水素は、脂肪族炭化水素、異性化脂肪族炭化水
素、分岐鎖脂肪族炭化水素、芳香族炭化水素およびそれらの組み合わせを含み得るがそれ
らには限定されない。液体キャリアの例は、脂肪族炭化水素、イソパラフィン化合物、パ
ラフィン化合物、脱芳香族炭化水素化合物などを含むがそれらには限定されない。詳細に
は液体キャリアは、Ｉｓｏｐａｒ－Ｇ（商標）、Ｉｓｏｐａｒ－Ｈ（商標）、Ｉｓｏｐａ
ｒ－Ｌ（商標）、Ｉｓｏｐａｒ－Ｍ（商標）、Ｉｓｏｐａｒ－Ｋ（商標）、Ｉｓｏｐａｒ
－Ｖ（商標）、Ｎｏｒｐａｒ　１２（商標）、Ｎｏｒｐａｒ　１３（商標）、Ｎｏｒｐａ
ｒ　１５（商標）、Ｅｘｘｏｌ　Ｄ４０（商標）、Ｅｘｘｏｌ　Ｄ８０（商標）、Ｅｘｘ
ｏｌ　Ｄ１００（商標）、Ｅｘｘｏｌ　Ｄ１３０（商標）およびＥｘｘｏｌ　Ｄ１４０（
商標）（それぞれ、ＥＸＸＯＮ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯＮによって販売される）；Ｔｅｃ
ｌｅｎ　Ｎ－１６（商標）、Ｔｅｃｌｅｎ　Ｎ－２０（商標）、Ｔｅｃｌｅｎ　Ｎ－２２
（商標）、Ｎｉｓｓｅｋｉ　Ｎａｐｈｔｈｅｓｏｌ　Ｌ（商標）、Ｎｉｓｓｅｋｉ　Ｎａ
ｐｈｔｈｅｓｏｌ　Ｍ（商標）、Ｎｉｓｓｅｋｉ　Ｎａｐｈｔｈｅｓｏｌ　Ｈ（商標）、
＃０　Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｌ（商標）、＃０　Ｓｏｌｖｅｎｔ　Ｍ（商標）、＃０　Ｓｏｌ
ｖｅｎｔ　Ｈ（商標）、Ｎｉｓｓｅｋｉ　Ｉｓｏｓｏｌ　３００（商標）、Ｎｉｓｓｅｋ
ｉ　Ｉｓｏｓｏｌ　４００（商標）、ＡＦ－４（商標）、ＡＦ－５（商標）、ＡＦ－６（
商標）およびＡＦ－７（商標）（それぞれＮＩＰＰＯＮ　ＯＩＬ　ＣＯＲＰＯＲＡＴＩＯ
Ｎによって販売される）；ＩＰ　Ｓｏｌｖｅｎｔ　１６２０（商標）およびＩＰ　Ｓｏｌ
ｖｅｎｔ　２０２８（商標）（それぞれＩＤＥＭＩＴＳＵ　ＰＥＴＲＯＣＨＥＭＩＣＡＬ
　ＣＯ．，ＬＴＤ．によって販売される）；Ａｍｓｃｏ　ＯＭＳ（商標）およびＡｍｓｃ
ｏ　４６０（商標）（それぞれＡＭＥＲＩＣＡＮ　ＭＩＮＥＲＡＬ　ＳＰＩＲＩＴＳ　Ｃ
ＯＲＰ．によって販売される）；およびＥｌｅｃｔｒｏｎ、Ｐｏｓｉｔｉｏｎ、Ｎｅｗ　
ＩＩ、Ｐｕｒｏｇｅｎ　ＨＦ（１００％合成テルペン）（ＥＣＯＬＩＮＫ（商標）によっ
て販売される）を含み得るが、それらには限定されない。
【００３７】
　ある例において、第一の態様もしくは第二の態様のステップ（ａ）における液体キャリ
アは、物質（例えば静電インク組成物）の約２０～９９．５重量％を構成し、ある例にお
いて、物質（例えば静電インク組成物）の５０～９９．５重量％を構成する。ある例にお
いて、第一の態様もしくは第二の態様のステップ（ａ）における液体キャリアは、物質（
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例えば静電インク組成物）の約４０～９０重量％を構成する。ある例において、第一の態
様もしくは第二の態様のステップ（ａ）における液体キャリアは、物質（例えば静電イン
ク組成物）の約６０～８０重量％を構成する。ある例において、第一の態様もしくは第二
の態様のステップ（ａ）における液体キャリアは、物質（例えば静電インク組成物）の約
９０～９９．５％を構成し、ある例において物質（例えば静電インク組成物）の９５～９
９％を構成する。ある例において、インク組成物の残余の重量％は、樹脂および着色剤を
含む粒子、ならびにある例において、存在し得る任意の他の添加剤から形成される。
【００３８】
　着色剤は、染料もしくは顔料であってよい。粒子は顔料を含み得る。着色剤は、液体キ
ャリアと相溶性であり、かつ静電印刷に有用である任意の着色剤であってよい。例えば、
着色剤は顔料粒子として存在しても良いし、樹脂（本明細書に記載されるポリマーに加え
て）および顔料を含むものでも良い。ある例において、着色剤は、シアン顔料、マゼンタ
顔料、イエロー顔料およびブラック顔料から選択される。例えば、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　
Ｙｅｌｌｏｗ　ＤＨＧ、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＧＲ、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ
　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｇ、Ｐｅｒｍａｎｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＮＣＧ－７１、Ｐｅｒｍａｎ
ｅｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＧＧ、Ｈａｎｓａ　Ｙｅｌｌｏｗ　ＲＡ、Ｈａｎｓａ　Ｂｒｉｌ
ｌｉａｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　５ＧＸ－０２、Ｈａｎｓａ　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｘ、ＮＯＶＡＰ
ＥＲＭ（登録商標）ＹＥＬＬＯＷ　ＨＲ、ＮＯＶＡＰＥＲＭ（登録商標）ＹＥＬＬＯＷ　
ＦＧＬ、Ｈａｎｓａ　Ｂｒｉｌｌｉａｎｔ　Ｙｅｌｌｏｗ　１０ＧＸ、Ｐｅｍａｎｅｎｔ
　Ｙｅｌｌｏｗ　Ｇ３Ｒ－０１、ＨＯＳＴＡＰＥＲＭ（登録商標）ＹＥＬＬＯＷ　Ｈ４Ｇ
、ＨＯＳＴＡＰＥＲＭ（登録商標）ＹＥＬＬＯＷ　Ｈ３Ｇ、ＨＯＳＴＡＰＥＲＭ（登録商
標）ＯＲＡＮＧＥ　ＧＲ、ＨＯＳＴＡＰＥＲＭ（登録商標）ＳＣＡＲＬＥＴ　ＧＯ、Ｐｅ
ｒｍａｎｅｎｔ　Ｒｕｂｉｎｅ　Ｆ６Ｂを含む、Ｈｏｅｃｈｓｔによる顔料、Ｌ７４－１
３５７　Ｙｅｌｌｏｗ、Ｌ７５－１３３１　Ｙｅｌｌｏｗ、Ｌ７５－２３３７　Ｙｅｌｌ
ｏｗを含むＳｕｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌによる顔料、ＤＡＬＡＭＡＲ（登録商標）ＹＥＬＬ
ＯＷ　ＹＴ－８５８－Ｄを含むＨｅｕｂａｃｈによる顔料、ＣＲＯＭＯＰＨＴＨＡＬ（登
録商標）ＹＥＬＬＯＷ　３Ｇ、ＣＨＲＯＭＯＰＨＴＨＡＬ（登録商標）ＹＥＬＬＯＷ　Ｇ
Ｒ、ＣＨＲＯＭＯＰＨＴＨＡＬ（登録商標）ＹＥＬＬＯＷ　８Ｇ、ＩＲＧＡＺＩＮＥ（登
録商標）ＹＥＬＬＯＷ　５ＧＴ、ＩＲＧＡＬＩＴＥ（登録商標）ＲＵＢＩＮＥ　４ＢＬ、
ＭＯＮＡＳＴＲＡＬ（登録商標）ＭＡＧＥＮＴＡ、ＭＯＮＡＳＴＲＡＬ（登録商標）ＳＣ
ＡＲＬＥＴ、ＭＯＮＡＳＴＲＡＬ（登録商標）ＶＩＯＬＥＴ、ＭＯＮＡＳＴＲＡＬ（登録
商標）ＲＥＤ、ＭＯＮＡＳＴＲＡＬ（登録商標）ＶＩＯＬＥＴを含むＣｉｂａ－Ｇｅｉｇ
ｙによる顔料、ＬＵＭＯＧＥＮ（登録商標）ＬＩＧＨＴ　ＹＥＬＬＯＷ、ＰＡＬＩＯＧＥ
Ｎ（登録商標）ＯＲＡＮＧＥ、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登録商標）ＢＬＵＥ　Ｌ　６９０　Ｉ
Ｆ、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登録商標）ＢＬＵＥ　ＴＢＤ　７０１０、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登
録商標）ＢＬＵＥ　Ｋ　７０９０、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登録商標）ＢＬＵＥ　Ｌ　７１０
　ＩＦ、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登録商標）ＢＬＵＥ　Ｌ　６４７０、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登
録商標）ＧＲＥＥＮ　Ｋ　８６８３、ＨＥＬＩＯＧＥＮ（登録商標）ＧＲＥＥＮ　Ｌ　９
１４０を含むＢＡＳＦによる顔料、ＱＵＩＮＤＯ（登録商標）ＭＡＧＥＮＴＡ、ＩＮＤＯ
ＦＡＳＴ（登録商標）ＢＲＩＬＬＩＡＮＴ　ＳＣＡＲＬＥＴ、ＱＵＩＮＤＯ（登録商標）
ＲＥＤ　６７００、ＱＵＩＮＤＯ（登録商標）ＲＥＤ　６７１３、ＩＮＤＯＦＡＳＴ（登
録商標）ＶＩＯＬＥＴを含むＭｏｂａｙによる顔料、Ｍａｒｏｏｎ　Ｂ　ＳＴＥＲＬＩＮ
Ｇ（登録商標）　ＮＳ　ＢＬＡＣＫ、ＳＴＥＲＬＩＮＧ（登録商標）ＮＳＸ７６、ＭＯＧ
ＵＬ（登録商標）Ｌを含むＣａｂｏｔによる顔料、ＴＩＰＵＲＥ（登録商標）Ｒ－１０１
を含むＤｕＰｏｎｔによる顔料、ＵＨＬＩＣＨ（登録商標）ＢＫ８２００を含むＰａｕｌ
　Ｕｈｌｉｃｈによる顔料などである。
【００３９】
　物質（例えば静電インク組成物）はチャージディレクタを含み得る。チャージディレク
タは、粒子上に、正もしくは負の電荷を与えるために、および／または十分な帯電を維持
するために液体キャリアに添加できる。ある例において、チャージディレクタは、一般式
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ＭＡｎ〔式中Ｍは金属、ｎはＭの価数、およびＡは一般式［Ｒ１－Ｏ－Ｃ（Ｏ）ＣＨ２Ｃ
Ｈ（ＳＯ３

－）ＯＣ（Ｏ）－Ｏ－Ｒ２］〔式中、Ｒ１およびＲ２はアルキル基である〕の
イオンである〕の単塩およびスルホサクシナート塩のナノ粒子、または参照によりそのす
べてを本明細書に組み入れるＷＯ２００７１３００６９に見られる他の荷電成分を含む。
ある例において、チャージディレクタは、結局脂肪酸の金属塩、スルホサクシナートの金
属塩、オキシホスホナートの金属塩、アルキルベンゼンスルホン酸の金属塩、芳香族カル
ボン酸もしくは芳香族スルホン酸の金属塩、ならびにポリオキシエチル化アルキルアミン
、レシチン、ポリビニルピロリドンおよび多価アルコールの有機酸エステルのような両性
イオン化合物および非イオン性化合物から選択され得るイオン性化合物である。本明細書
で使用されるチャージディレクタは、参照によりそのすべてを本明細書に組み入れる米国
特許第５，３４６，７９６号に記載され得る。
【００４０】
　チャージディレクタは、（ｉ）大豆レシチン、（ｉｉ）塩基性バリウムペトロナート（
ＢＰＰ）のようなバリウムスルホナート塩、および（ｉｉｉ）イソプロピルアミンスルホ
ナート塩を含み得る。塩基性バリウムペトロナートは、２１～２６炭化水素アルキルのバ
リウムスルホナート塩であり、例えばＣｈｅｍｔｕｒａより入手できる。例示的なイソプ
ロピルアミンスルホナート塩は、ドデシルベンゼンスルホン酸イソプロピルアミンであり
、Ｃｒｏｄａより入手可能である。
【００４１】
　ある例において、チャージディレクタは物質（例えば静電インク組成物）の固形分の０
．００１％～２０％を構成し、ある例において０．０１重量％～２０重量％を構成し、あ
る例において０．０１重量％～１０重量％を構成し、ある例において０．０１重量％～１
重量％を構成する。ある例において、チャージディレクタは、物質（例えば静電インク組
成物）の約０．００１～約０．１５重量％を構成し、ある例において、０．００１～０．
１５％を構成し、ある例において、物質（例えば静電インク組成物）の０．００１～０．
０２重量％を構成する。
【００４２】
　本明細書に記載されるチャージディレクタの量は、物質（例えば静電インク組成物）中
のチャージディレクタの全量と関連し得る。ある例において、複数の型のチャージディレ
クタが物質（例えば静電インク組成物）に含まれ得、この量は物質（例えば静電インク組
成物）中の異なる型のチャージディレクタの合計である。
【００４３】
　ある例において、物質（例えば静電インク組成物）は、物質（例えば静電インク組成物
）の固形分の１グラム当たり０．３ミリグラム未満のチャージディレクタを含む。ある例
において、物質（例えば静電インク組成物）は、物質（例えば静電インク組成物）の固形
分の１グラム当たり０．２ミリグラム未満のチャージディレクタを含み、ある例において
０．１ミリグラム未満のチャージディレクタを含み、ある例において０．０５ミリグラム
未満のチャージディレクタを含む。ある例において、物質（例えば静電インク組成物）は
、上に定義されるようなものであり得るチャージディレクタを実質的に含まないか、また
は含まない。
【００４４】
　静電インク組成物は、例えば、帯電助剤、ワックス、界面活性剤、殺生物剤、有機溶媒
、粘度調整剤、ｐＨ調節のための物質、金属イオン封鎖剤、保存剤、相溶化剤、乳化剤の
ような一つもしくはそれ以上の添加剤を含み得る。
【００４５】
　コンベヤー
　物質（例えば静電インク組成物）を支持し、移動させ得るものであり、そしてそれに対
して電圧が印加できるような任意の好適なコンベヤーであってよい。コンベヤーは、本明
細書において荷電可能なコンベヤーと呼ばれ得る。荷電されると、すなわち、電圧が荷電
可能なコンベヤーと電極の間に印加されると、粒子がコンベヤーに接着するように適合す
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る。
【００４６】
　コンベヤーは典型的にはループを形成する連続的な表面を持つであろう。ある例におい
て、コンベヤーは回転ドラムの形状であり、その外部表面は物質（例えば静電インク組成
物）を支持するように作用する。ドラムは軸上で回転でき、それは任意の所望の角度に向
けられ得る。ある例において、ドラムの軸は水平である。ドラムは任意の好適な形であっ
てよく、ある例において、円筒形であり、回転軸がシリンダーの軸を形成する。
【００４７】
　ある例において、コンベヤーは、一つもしくはそれ以上のローラーのような好適なメカ
ニズムによって駆動されるベルトの形状である。
【００４８】
　コンベヤーは金属を含み得る。金属は、鉄鋼、アルミニウムおよび銅、ならびにそれら
金属の任意のものを含む合金から選択され得るがそれらに限定されない。コンベヤーは、
ドラムの形状であってよい金属基体を含み得、非金属の、弾性もしくは非弾性の材料であ
ってよい非金属の材料の表面カバーを持つ。非金属の、非弾性の材料は、酸化金属、およ
びダイヤモンド様の炭素コートのような炭素含有コートから選択され得る。弾性の材料は
、クロロプレンゴム、イソプレンゴム、ＥＰＤＭゴム、ポリウレタンゴム、エポキシゴム
、ブチルゴム、フルオロエラストマー（市販のＶｉｔｏｎのような）、およびポリウレタ
ンから選択される物質を含み得る。弾性材料は、さらに弾性材料中に分散し得る抵抗制御
剤とを含み得、抵抗制御剤はイオン性材料、金属もしくは炭素から選択され得る。抵抗制
御剤は第四級アンモニウム化合物であってよい。弾性材料中に分散し得る抵抗制御剤は、
有機染料、有機顔料、有機塩、高分子電解質、無機塩、可塑剤、無機顔料、金属粒子、電
荷移動錯体もしくは例えばポリウレタンのような弾性物質と共に電荷移動錯体を作製する
物質から選択され得る。抵抗制御剤は、表面カバーの０．１～６重量％の量で存在し得、
一方で残余の重量パーセントは弾性物質であり得る。抵抗制御剤は、例えば式（ＮＲ１’

Ｒ２’Ｒ３’Ｒ４）Ｘ’〔式中、Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’およびＲ４はそれぞれ独立して
、炭化水素基であり、アルキルもしくはアリール基を含むがそれらには限定されず、そし
てアルキルは、置換もしくは不置換、分岐もしくは直鎖、飽和もしくは不飽和であり、そ
してＸ’はハライドのようなアニオンである〕の化合物のような第四級アンモニウム化合
物であってよい。第四級アンモニウム化合物の例は、テトラヘプチルアンモニウムブロミ
ド、トリメチルオクタデシルアンモニウムクロリド、ベンジルトリメチルアンモニウムク
ロリドを含むがそれらには限定されない。ある例において、抵抗制御剤はリチウム塩であ
る。
【００４９】
　コンベヤーは、ドラムの形状であってよい金属基体を含み得、酸化金属の表面カバーを
持ち、そして金属基体の金属と、酸化金属の金属とは同一であってよい。ある例において
、表面カバーは少なくとも５μｍの厚さを持ち、ある例において少なくとも１０μｍの厚
さを持ち、ある例において少なくとも１５μｍの厚さを持ち、ある例において少なくとも
２５μｍの厚さを持つ。表面カバーは、ある例において５μｍ～１００μｍの厚さを持ち
、ある例において２０～８０μｍの厚さを持ち、ある例において３０～７０μｍの厚さを
持ち、ある例において４５～６０μｍの厚さを持つ。ある例において、コンベヤーは酸化
金属の陽極酸化表面コートを持つ金属基体を含み、ある例において、それは少なくとも５
μｍの厚さを持ち、ある例において少なくとも１０μｍの厚さを持ち、ある例において少
なくとも１５μｍの厚さを持ち、ある例において少なくとも２５μｍの厚さを持つ。ある
例において、コンベヤーは酸化金属の陽極酸化表面コートを持つ金属基体を含み、それは
５μｍ～１００μｍの厚さを持ち、ある例において２０～８０μｍの厚さを持ち、ある例
において３０～７０μｍの厚さを持ち、ある例において少なくとも４５～６０μｍの厚さ
を持つ。ある例において、コンベヤーは、酸化アルミニウムを含む陽極酸化表面コートを
持つアルミニウム基体を含む。ある例において、陽極酸化表面コートは、当技術分野にお
いてしばしば陽極酸化ハードコートと呼ばれるＩＩＩ型陽極酸化コートであり、ハード陽
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極酸化処理もしくは工学的陽極酸化処理によって形成されるコートである。ＩＩＩ型陽極
酸化もしくはハード陽極酸化を実施する方法は問う技術分野において記載され、そのよう
な陽極酸化のための標準は、例えば、ＭＩＬ－Ａ－８６２５　ＩＩＩ型、ＡＭＳ　２４６
９Ｈ、ＢＳ　ＩＳＯ１００７４：２０１０およびＢＳＥＮ２５３６：１９９５に見られ、
その仕様書は参照により、その内容のすべてを本明細書に組み入れる。本発明者は、金属
コンベヤーの表面をハード陽極酸化することにより、コンベヤーから物質（例えば静電イ
ンク組成物）の粒子への荷電の移動を好ましく制御することのできる好ましい抵抗を持つ
コンベヤーを作製できることを見出した。
【００５０】
　コンベヤーは好適なサイズであってよい。ある例において、コンベヤーは、その表面の
移動方向の垂直方向に表面を横切る方向によって測定される幅について、少なくとも４０
ｃｍの幅を持ち、ある例において少なくとも５０ｃｍの幅を持ち、ある例において少なく
とも６０ｃｍの幅を持ち、ある例において少なくとも７０ｃｍの幅を持ち、ある例におい
て少なくとも１ｍの幅を持ち、ある例において少なくとも２ｍの幅を持ち、ある例におい
て少なくとも３ｍの幅を持ち、ある例において４０ｃｍ～４ｍの幅を持ち、ある例におい
て２００ｃｍ～４００ｃｍの幅を持ち、ある例において２５０ｃｍ～３５０ｃｍの幅を持
つ。ある例において、コンベヤーはシリンダーの形状の回転ドラムであるか、またはシリ
ンダーの形状の回転ドラムを含み、それはその表面の移動方向に対してその表面を垂直方
向に横切る方向（すなわちシリンダーの軸と平行）で測定される幅について、少なくとも
４０ｃｍの幅を持ち、ある例において少なくとも５０ｃｍの幅を持ち、ある例において少
なくとも６０ｃｍの幅を持ち、ある例において少なくとも７０ｃｍの幅を持ち、ある例に
おいて少なくとも１ｍの幅を持ち、ある例において少なくとも２ｍの幅を持ち、ある例に
おいて少なくとも３ｍの幅を持ち、ある例において４０ｃｍ～４ｍの幅を持ち、ある例に
おいて２００ｃｍ～４００ｃｍの幅を持ち、ある例において２５０ｃｍ～３５０ｃｍの幅
を持つ。ある例において、コンベヤーはシリンダーの形状の回転ドラムであるか、または
シリンダーの形状の回転ドラムを含み、それは少なくとも４０ｃｍの直径を持ち、ある例
において少なくとも５０ｃｍの直径を持ち、ある例において少なくとも６０ｃｍの直径を
持ち、ある例において少なくとも７０ｃｍの直径を持ち、ある例において少なくとも１ｍ
の直径を持ち、ある例において少なくとも２ｍの直径を持ち、ある例において４０ｃｍ～
３ｍの直径を持ち、ある例において１００ｃｍ～３００ｃｍの直径を持ち、ある例におい
て２５０ｃｍ～３５０ｃｍの直径を持つ。ある例において、シリンダーの幅対シリンダー
の直径の比は、２：１～１：２である。
【００５１】
　コンベヤーは、約１×１０９～１×１０１１オーム・ｃｍの電気抵抗を、もしくはある
例において約１×１０１０オーム・ｃｍの電気抵抗を持つ、表面を持ち得る。
【００５２】
　第一の電極
　第一の電極はコンベヤーと第一の電極の間に電圧を印加し得る任意の好適な電極であっ
てよい。電極は、コンベヤーに対して相対的に静止していてもよい。第一の電極は、少な
くとも部分的に、コンベヤーの少なくとも一部分の形状に対応する形状を持ち得る。例え
ば、コンベヤーが軸を持つシリンダーであるとき、電極は円の一部分を形成する断面を持
っていてよく、この円の中心はシリンダーの中心と同一である。ある例において、コンベ
ヤーが軸を持つシリンダーであるとき、電極はシリンダーの形状の一部分を形成する内部
表面を持っていてよく、シリンダーの形状の軸はコンベヤーのシリンダーの軸と同一であ
る。
【００５３】
　ある例において、第一の電極とコンベヤーとの最短距離は０．５ｍｍ～５ｍｍであり、
ある例において０．５～２ｍｍであり、ある例において０．８ｍｍ～１．２ｍｍである。
【００５４】
　ある例において、第一の電極はローラーもしくはベルトの形状であってよく、コンベヤ
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ーの表面と同じ方向に移動でき、かつコンベヤーの表面と接触してもよい表面を持つ。第
一の電極が例えばシリンダーのようなローラーの形状であるとき、コンベヤーはドラムの
形状であり、第一の電極のローラーは、コンベヤーのローラーもしくはドラムの直径より
も小さい直径を持ち得る。ある例において、例えば上述のようなローラーおよび／もしく
はベルトの形状である複数の第一の電極がコンベヤーの周辺に配置されていてもよく、そ
して、使用の際、それぞれが、本明細書に記載されるような樹脂を含み得る荷電可能な粒
子をコンベヤーへと接着するのに使用できる。
【００５５】
　電極は、金属および炭素を含むがそれらには限定されない任意の導電性材料を含み得る
。電極は、銅、アルミニウムおよび鉄鋼より選択される金属を含み得る。
【００５６】
　方法において、電圧が印加され、物質（例えば静電インク組成物）がコンベヤーへと接
着するようにされる。コンベヤーと第一の電極との間の電位差は、５００Ｖもしくはそれ
以上であってよく、ある例において１０００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例に
おいて２０００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例において３０００Ｖもしくはそ
れ以上であってよく、ある例において３２００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例
において３５００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例において３８００Ｖもしくは
それ以上であってよく、ある例において４０００Ｖもしくはそれ以上であってよい。コン
ベヤーと第一の電極との電位差は５００Ｖ～７０００Ｖであってよく、ある例において１
０００～７０００Ｖであってよく、ある例において３０００Ｖ～６０００Ｖであってよく
、ある例において、３０００Ｖ～４０００Ｖであってよい。コンベヤーは第一の電極より
もより正の電位を持ち得るか、またはコンベヤーは第一の電極よりもより正でない電位を
持ち得る。ある例において、コンベヤーの電位は例えばグランド（０Ｖ）と同じであるか
または近くてよく、例えば５０Ｖ以内である。
【００５７】
　方法において、コンベヤーの表面は、１～１００ｃｍ／秒の速度で移動し得、またはあ
る例において５～７０ｃｍ／秒の速度で移動し得、またはある例において１０～５０ｃｍ
／秒の速度で移動し得、またはある例において２０～５０ｃｍ／秒の速度で移動し得、ま
たはある例において３０～５０ｃｍ／秒の速度で移動し得る。
【００５８】
　コンベヤーと第一の電極との間の電場は、５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
く、ある例において１０００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において１
５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において２０００Ｖ／ｍｍもしく
はそれ以上であってよく、ある例において２５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
く、ある例において２８００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において２
９００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において３０００Ｖ／ｍｍもしく
はそれ以上であってよく、ある例において３２００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
く、ある例において３５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において３
８００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において４０００Ｖ／ｍｍもしく
はそれ以上であってよい。コンベヤーと第一の電極との間の電場は、５００Ｖ／ｍｍ～６
０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において１０００Ｖ／ｍｍ～６０００Ｖ／ｍｍであ
ってよく、ある例において１５００Ｖ／ｍｍ～６０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例に
おいて２０００Ｖ／ｍｍ～６０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２５００Ｖ／
ｍｍ～５０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２８００Ｖ／ｍｍ～４７００Ｖ／
ｍｍであってよく、ある例において２９００Ｖ／ｍｍ～４６００Ｖ／ｍｍであってよく、
ある例において２９００Ｖ／ｍｍ～４５００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２９
００Ｖ／ｍｍ～４２００Ｖ／ｍｍであってよい。本発明者らは、粒子が高電場を通過する
ときに粒子の荷電を促進し、３０００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上の電場が粒子の荷電を促
進するのに特に効果的であり、これは物質（例えば静電インク組成物）がチャージディレ
クタを欠いているときでもである。
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【００５９】
　第一の電極はコンベヤーの下に配置されていてもよく、第一の電極とコンベヤーとの間
の分離がギャップを形成する。方法は、物質（例えば静電インク組成物）が、少なくとも
部分的にコンベヤーと第一の電極との間のギャップを満たすようにし、ステップ（ｂ）に
おける電圧は、物質（例えば静電インク組成物）がコンベヤーへと接着するように印加さ
れる。流体シールがギャップの外側縁に提供されてもよい。
【００６０】
　ある例においてコンベヤーと第一の電極との間もギャップは、第一の出口と第二の出口
を持ち、その両方の外に、ギャップ内部を通過した物質が流れ、第一の出口が、コンベヤ
ーの第二の出口からの移動方向の下流に配置される。ある例において、物質（例えば第一
の態様のステップ（ｂ）において、または第二の態様のステップ（ａ）において）は、第
二の出口からのコンベヤーの移動方向でギャップの下流へと通過し、そしてある例におい
て第一の出口に、またはその近傍へと通過する。ある例において、第一の出口においてギ
ャップに存在する液体キャリアは第一の電極へと再循環して戻り、そして第一の電極とコ
ンベヤーとの間を通過する（例えば第一の態様におけるステップ（ａ）において）。ある
例において、第二の出口においてギャップに存在する液体キャリアは、第二の電極へと移
動し、そして、第二の電極とコンベヤーとの間を通過する（例えば第一の態様の方法のス
テップ（ｅ）において、または第二の態様のステップ（ｄ）において）。
【００６１】
　ある例において、第一の電極は、コンベヤーの下、および濃縮される（例えばステップ
（ａ））べき物質（例えば静電インク組成物）のための貯蔵器中に配置されるローラーを
含む。ある例において、第一の電極は、コンベヤーの下に配置される複数のローラーを含
み、そしてそれらのそれぞれは、濃縮される（例えばステップ（ａ））べき物質（例えば
静電インク組成物）のための貯蔵器中にある。ある例において、コンベヤーは非金属の、
非弾性の材料の表面カバーを持つドラムの形状にあり、第一の電極は非金属の弾性材料の
表面カバーを持つ金属のコアを含むローラーの形状にある
【００６２】
　可動面
　方法は、コンベヤー上で可動面を経て物質（例えば静電インク組成物）を通過させるこ
とを含み、ここで物質（例えば静電インク組成物）は、可動面と接触し、コンベヤーと可
動面との間に電圧が印加され、粒子がコンベヤーに向かって移動するように配置され、そ
して液体キャリアの一部が除去され、コンベヤー上の液体キャリア中の荷電可能な粒子の
濃度が上昇し、コンベヤー上に濃縮された物質（例えば静電インク組成物）が形成される
ようにされる。
【００６３】
　可動面は可動体の外部表面を形成し、それは、本明細書に記載されるようなドラムもし
くはベルトの形状であってよい。可動面はドラムもしくはベルトの一部分を形成でき、ロ
ーラーによって駆動される。可動面およびそれが一部を形成する可動体は、バイアスをか
けられ得、可動面とコンベヤーとの間に電圧が印加され得るようにされ得る。可動面はさ
らに電極の一部であると考えられ得る。
【００６４】
　ある例において、可動面は回転ドラムの外部表面を形成する。可動面を持つドラムは、
任意の所望の角度を取り得る軸上を回転する。ある例において、可動面を持つドラムの軸
は水平である。可動面を持つドラムは任意の好適な形状であってよいが、いくつかの例に
おいて、円筒状であり、回転軸がシリンダーの軸を形成する。
【００６５】
　ある例において、可動面は、例えば一つもしくはそれ以上のローラーのような好適なメ
カニズムによって駆動されるベルトの外部表面を形成する。
【００６６】
　可動面を持つ可動体は金属を含み得る。ある例において、可動面を持つ可動体は、弾性
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材料を含む表面カバーを持つ金属を含み得る。例えば、可動面を持つ可動体は、弾性材料
を含む外部表面を持つ金属コアを持つドラムを含み得る。金属は、鉄鋼、アルミニウムお
よび銅から選択し得るがそれらには限定しない。表面カバーもしくは外部表面は弾性材料
および弾性材料に分散し得る抵抗制御剤を含み得る。抵抗制御剤は、弾性材料の電気抵抗
を（前記抵抗制御剤を含まない同一の材料と比較して）増加させるかまたは減少させるよ
うに作用し得る。弾性の材料は、クロロプレンゴム、イソプレンゴム、ＥＰＤＭゴム、ポ
リウレタンゴム、エポキシゴム、ブチルゴム、フルオロエラストマー（市販のＶｉｔｏｎ
のような）、およびポリウレタンから選択される物質を含み得る。
【００６７】
　弾性材料中に分散し得る抵抗制御剤はイオン性物質、金属もしくは炭素から選択し得る
。イオン性物質は第四級アンモニウム化合物であってよい。弾性材料中に分散し得る抵抗
制御剤は、有機染料、有機顔料、有機塩、高分子電解質、無機塩、可塑剤、無機顔料、金
属粒子、電荷移動錯体もしくは例えばポリウレタンのような弾性物質と共に電荷移動錯体
を作製する物質から選択され得る。抵抗制御剤は、表面カバーの０．１～６重量％の量で
存在し得、一方で残余の重量パーセントは弾性物質であり得る。抵抗制御剤は、例えば式
（ＮＲ１’Ｒ２’Ｒ３’Ｒ４）Ｘ’〔式中、Ｒ１’、Ｒ２’、Ｒ３’およびＲ４はそれぞ
れ独立して、炭化水素基であり、アルキルもしくはアリール基を含むがそれらには限定さ
れず、そしてアルキルは、置換もしくは不置換、分岐もしくは直鎖、飽和もしくは不飽和
であり、そしてＸ’はハライドのようなアニオンである〕の化合物のような第四級アンモ
ニウム化合物であってよい。第四級アンモニウム化合物の例は、テトラヘプチルアンモニ
ウムブロミド、トリメチルオクタデシルアンモニウムクロリド、ベンジルトリメチルアン
モニウムクロリドを含むがそれらには限定されない。ある例において、抵抗制御剤はリチ
ウム塩である。
【００６８】
　可動面が、金属コアと弾性材料を含む外部表面層とを持つドラムを含む可動体であると
き、ローラーと金属ロッドとの間が接触し、約３４０ｍｍのローラーに沿う接触の全領域
が約１ｃｍであるときのドラム表面の抵抗は、１×１０５オーム・ｍ～１×１０８オーム
・ｍであってよく、ある例において、１×１０６オーム・ｍ～１×１０７オーム・ｍであ
ってよい。
【００６９】
　ある例において、コンベヤーは、ドラムの形状であってよく、非金属、弾性の材料の表
面カバーを持つ金属基体を含み、可動面を持つ可動体は、ドラムの形状であってよく、非
金属、非弾性材料の表面カバーを持つ金属基体を含む。
【００７０】
　ある例において、コンベヤーは、ドラムの形状であってよく、非金属、非弾性の材料の
表面カバーを持つ金属基体を含み、可動面を持つ可動体は、ドラムの形状であってよく、
非金属、弾性材料の表面カバーを持つ金属基体を含む。
【００７１】
　ある例において、複数の可動面が、コンベヤーの近辺に配置される。例えば、コンベヤ
ーは、第一のドラムを含み得、可動面を持つ複数のドラムが第一のドラムの周辺に配置さ
れる。例えば、第一のコンベヤーは、第一のドラムを含み得、少なくとも二つの、ある例
においては少なくとも三つの、ある例においては少なくとも四つの、可動面を持つ第二の
ドラムが第一のドラムの周辺に配置される。表面カバーは、１０７～１０１１オーム・ｃ
ｍの電気抵抗を持ち得る。可動面上の表面カバーは、０．００１ｍｍ～２０ｍｍの厚さを
、ある例において０．０５ｍｍ～１０ｍｍの厚さを、ある例において１ｍｍ～２０ｍｍの
厚さを、ある例において１ｍｍ～３ｍｍの厚さを、ある例において３ｍｍ～８ｍｍの厚さ
を持ち得る。可動面を持つ可動体は、米国特許第３，８６３，６０３号（マグネチックブ
ラシロールの記載を参照）および米国特許第３，９５９，５７４号（バイアス可能な転写
部材の記載を参照）に記載されるように構築でき、それらの文献は参照によりそのすべて
の内容を本明細書に組み入れる。
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【００７２】
　ある例において、複数の可動面は、コンベヤーの外部表面に、またはコンベヤーの外部
表面の近傍で連続して提供される。ある例において、それぞれの可動面は、回転ドラムの
形状で可動体の一部を形成する。ある例において、第一の電極の最短のドラムから除去さ
れた液体キャリアは、第一の電極へと再循環され、他のドラムまたは他の複数のドラムよ
り除去された液体キャリアの少なくとも一部分は、第一の態様のステップ（ｅ）もしくは
第二の態様のステップ（ｄ）において第二の電極とコンベヤーの間を通り抜ける。「連続
的に」は、可動面がコンベヤの移動する方向において、連続して配置されることを指し、
結果としてコンベヤー上の濃縮された物質がそれぞれの可動面を通過するようにされる。
【００７３】
　ある例において、コンベヤーの表面と可動面とは、それらがお互いに最短になる位置に
おいて、同一の相対速度で同じ方向に移動する。ある例において、コンベヤーの表面と可
動面とは、１～１００ｃｍ／秒の速度で、ある例において５～５０ｃｍ／秒の速度で、あ
る例において２０～５０ｃｍ／秒の速度で、ある例において３０～５０ｃｍ／秒の速度で
、ある例において１０～３０ｃｍ／秒の速度で移動する。
【００７４】
　方法において、コンベヤーと可動面の間に電圧が印加され、荷電可能な粒子がコンベヤ
ーへと向かって移動するように配置され、コンベヤー上において液体キャリアの一部分が
除去されて液体キャリア中の荷電可能な粒子の濃度が上昇し、コンベヤー上に濃縮された
物質（例えば静電インク組成物）が形成されるようにされる。コンベヤーと可動面との間
に印加される電圧は、電極とコンベヤーとの間に印加されるものよりも小さくてよい。コ
ンベヤーと可動面との間に印加される電圧は、３００～４０００Ｖの範囲であってよく、
ある例において３００～２０００Ｖの範囲であってよく、ある例において３００～１５０
０Ｖの範囲であってよく、ある例において５００～１２００Ｖの範囲であってよく、ある
例において６００～１１００Ｖの範囲であってよく、ある例において７００～１０００Ｖ
の範囲であってよく、ある例において８００～９００Ｖの範囲であってよい。
【００７５】
　ある例において、第一の電極および／もしくは可動面に印加される電圧は－１０００Ｖ
もしくはそれ未満（より負）であり、コンベヤーに印加される電圧は－５００Ｖよりもよ
り正の電圧である。ある例において、第一の電極および／もしくは可動面に印加される電
圧は－１５００Ｖもしくはそれ未満（より負）であり、コンベヤーに印加される電圧は－
５００Ｖよりもより正の電圧である。ある例において、第一の電極および／もしくは可動
面に印加される電圧は－２０００Ｖもしくはそれ未満（より負）であり、コンベヤーに印
加される電圧は－５００Ｖよりもより正の電圧である。ある例において、第一の電極およ
び／もしくは可動面に印加される電圧は－２５００Ｖもしくはそれ未満（より負）であり
、コンベヤーに印加される電圧は－５００Ｖよりもより正の電圧である。ある例において
、第一の電極および／もしくは可動面に印加される電圧は－２８００Ｖもしくはそれ未満
であり、コンベヤーに印加される電圧は－５００Ｖよりもより正の電圧であり、ある例に
おいて０Ｖもしくはそれ以上である。
【００７６】
　ある例において、第一の電極および／もしくは可動面に印加される電圧は１０００Ｖも
しくはそれ以上（より正）であり、コンベヤーに印加される電圧は５００Ｖよりもより正
でない電圧である。ある例において、第一の電極および／もしくは可動面に印加される電
圧は１５００Ｖもしくはそれ以上（より正）であり、コンベヤーに印加される電圧は５０
０Ｖよりもより正でない電圧である。ある例において、第一の電極および／もしくは可動
面に印加される電圧は２０００Ｖもしくはそれ以上（より正）であり、コンベヤーに印加
される電圧は５００Ｖよりもより正でない電圧である。ある例において、第一の電極およ
び／もしくは可動面に印加される電圧は２５００Ｖもしくはそれ以上（より正）であり、
コンベヤーに印加される電圧は５００Ｖよりもより正でない電圧である。ある例において
、第一の電極および／もしくは可動面に印加される電圧は２８００Ｖもしくはそれ以上（



(17) JP 5969704 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

より正）であり、コンベヤーに印加される電圧は５００Ｖよりもより正でない電圧であり
、ある例において０Ｖもしくはそれ未満である。
【００７７】
　ある例において、濃縮された物質（例えば静電インク組成物）がコンベヤー上に形成さ
れると、コンベヤーと可動面は、互いに分岐し、実質的にすべての濃縮された物質（例え
ば静電インク組成物）がコンベヤー上に残る。ある例において、「実質的にすべての濃縮
された物質（例えば静電インク組成物）」は、コンベヤーに接着して残る濃縮された物質
（例えば静電インク組成物）の粒子の、少なくとも９０重量％を指し、ある例において少
なくとも９５重量％を指し、ある例において少なくとも９９重量％を指す。ある例におい
て濃縮された物質（例えば静電インク組成物）の非常に少ない量のみが可動面に移され、
ある例において濃縮された物質（例えば静電インク組成物）が一切可動面に移されない。
ある例において、「非常に少ない量」は、濃縮された物質（例えば静電インク組成物）の
粒子の１０重量％もしくはそれ未満、ある例において５重量％もしくはそれ未満、ある例
において１重量％もしくはそれ未満が可動面に移されることを指す。
【００７８】
　ある例において、コンベヤーも可動面もいずれもフォトイメージングプレートではなく
、フォトイメージングプレートの一部でもない。
【００７９】
　方法は、例えば空気のようなガスの流れを、コンベヤー上の物質（例えば静電インク組
成物）に向けることをもさらに含む。ある例において、方法は、例えば空気のようなガス
の複数の流れを、コンベヤー上の物質（例えば静電インク組成物）に向けることをもさら
に含む。ガスの流れは、コンベヤー上の物質（例えば静電インク組成物）に対し、それが
可動面と接触する前に、その最中に、および／もしくはその後に、向けられる。従って、
ガスの流れは、コンベヤー上の物質（例えば静電インク組成物）に対して、それが濃縮さ
れる前もしくはその後、または、可動面を含む濃縮ステップの最中において、向けられる
。ある例において、ガスの流れは、物質（例えば静電インク組成物）に対して、物質（例
えば静電インク組成物）が配置されるコンベヤーの表面に対して垂直である角度から０～
３０°で向けられる。ある例において、ガスの流れは物質（例えば静電インク組成物）に
対して、物質（例えば静電インク組成物）が配置されるコンベヤーの表面に対して垂直で
ある角度から０～２０°で向けられ、ある例において０～１０°で、または０～５°で、
ある例において０°で向けられる。例えば、コンベヤーがシリンダーの形状でドラムを含
むとき、方法の最中にガスの流れがシリンダーに対して、シリンダーの半径から０～３０
°の角度で向けられる。
【００８０】
　ある例において、ガスの流れもしくはガスの複数の流れは、空気ナイフもしくは複数の
空気ナイフによって作製され得る。
【００８１】
　例えば空気のようなガスの流れは、少なくとも５０ｍ／秒の、ある例において少なくと
も８０ｍ／秒の、ある例において少なくとも１００ｍ／秒の、ガス移動速度を持ち得る。
例えば空気のようなガスの流れは、５０～２００ｍ／秒の、ある例において８０～１５０
ｍ／秒の、ある例において１００～１２０ｍ／秒のガス移動速度を持ち得る。
【００８２】
　ある例において、ガスの流れは６０℃未満の温度を持ち、ある例において５０℃未満の
温度を持ち、ある例において４０℃未満の温度を持ち、ある例において３０℃未満の温度
を持つ。ある例においてガスの流れは１０℃～６０℃の温度を持ち、ある例において１５
℃～５０℃の温度を持ち、ある例において２０℃～４０℃の温度を持ち、ある例において
２０℃～３０℃の温度を持つ。
【００８３】
　ガスの流れは、物質（例えば静電インク組成物）を、物質中に存在し得る樹脂粒子の完
全性に有意に影響を与えることなくさらに濃縮すると見出されてきた。
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【００８４】
　第二の電極
　ある例において、方法は、コンベヤーから除去された（例えば第一の態様中のステップ
（ｂ）もしくは（ｃ）において）液体キャリアの少なくとも一部分を、第二の電極とコン
ベヤーとの間を通過させることを含み、そして液体キャリアはいくつかの荷電可能な粒子
を含み得る。ある例において、装置は、コンベヤーから除去された（例えば第二の態様中
のステップ（ａ）もしくは（ｂ）において）液体キャリアの少なくとも一部分を、第二の
電極とコンベヤーとの間を通過させるように適合され、そして液体キャリアはいくつかの
荷電可能な粒子を含み得る。
【００８５】
　ある例において、例えば、第一の電極、可動面および第二の電極において、コンベヤー
から除去されたすべての液体キャリアが、例えば第一の電極および第二の電極へと再循環
され、そしてコンベヤーと第一の電極との間（例えば第一の態様中のステップ（ｂ）にお
いて、または第二の態様のステップ（ａ）において）を、ならびに／またはコンベヤーと
第二の電極との間（例えば第一の態様のステップ（ｅ）において、または第二の電極のス
テップ（ｄ）において）を通過させられる。本発明の発明者は、方法および装置のある例
が無駄を制限できるか、または無駄を避けることができること、ならびに方法の最後にお
ける濃縮された物質および回収された液体キャリアがいずれも再利用に好適であること（
例えば荷電可能な粒子の完全性および性能が、濃縮プロセスによって、ならびに低固形分
含量を持つ液体キャリアによって実質的に影響を受けない）を見出してきた。
【００８６】
　ある例において、コンベヤーから除去された液体キャリア中の固形分含量（例えば重量
％固形分中）に対する閾値が設定され得、コンベヤーから（例えば第一の電極および／も
しくは可動面から）除去された液体キャリアは、閾値もしくは閾値未満にあるときに、第
二の電極へと通過し、そして第二の電極とコンベヤーとの間を通過できる（例えば第一の
態様中のステップ（ｅ）において、もしくは第二の態様中のステップ（ｄ）において）。
ある例において、閾値より多い固形分含量を持つコンベヤーから（例えば第一の電極およ
び／もしくは可動面から）除去された任意の液体キャリアは、第一の電極へと再循環して
戻され、そして、第一の電極とコンベヤーとの間を通過する（例えば第一の態様のステッ
プ（ｂ）においてもしくは第二の態様のステップ（ａ）において）。
【００８７】
　ある例において、電圧がコンベヤーと第二の電極との間に印加され、液体キャリア中の
荷電可能な粒子が、コンベヤーへと向けて移動するよう配置されるようにされ、そして最
初にコンベヤーと第一の電極との間を通過した液体キャリアよりもより低い固形分含量（
例えば重量％の単位で）を持つ液体キャリアのいくらかが除去される。
【００８８】
　第二の電極は、第一の電極と例えば構造および／もしくは材質において同一の電極を含
んでもよく、または第一の電極と同一の電極であってもよく、ならびに／または、第一の
電極とコンベヤーとの間と類似の、もしくは同一の電圧が第二の電極とコンベヤーとの間
に印加されている。
【００８９】
　第二の電極は、コンベヤーと第二の電極との間に電圧を印加することが可能な任意の電
極であってよい。第二の電極は、少なくとも部分的に、コンベヤーの少なくとも一部分の
形状に対応する形状を持ち得る。例えば、もしコンベヤーが軸を持つシリンダーである場
合、第二の電極は円の一部を形成する断面を持ち、この円の中心は、シリンダーの中心と
同一である。ある例において、コンベヤーが軸を持つシリンダーである場合、第二の電極
はシリンダーの形状の一部分を形成する内部表面を持ち得、このシリンダーの形状は、コ
ンベヤーのシリンダーの形状と同一である。
【００９０】
　ある例において、第二の電極はコンベヤーに対して相対的に静止しており、ギャップに
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よって分離され、そのギャップを通じて液体キャリアが通過し、そしてギャップ領域の少
なくとも一部分において、第二の電極は、コンベヤーの最寄の表面の形状に対応する形状
を持つ。流体シールがギャップの外側縁に提供されてもよい。
【００９１】
　ある例において、ギャップが第二の電極とコンベヤーとの間に提供され、第一の態様の
ステップ（ｅ）（もしくは第二の態様のステップ（ｄ））の液体キャリアが第二の電極を
経たコンベヤーの移動方向の実質的に反対の方向においてギャップへと提供される。これ
は、ギャップを液体キャリアで満たすことを助けることが見出された。さらに、液体キャ
リアが、コンベヤの移動方向と実質的に反対の方向に第二の電極の少なくとも部分に沿っ
て移動するとき、液体キャリア中の荷電可能な粒子の大部分がコンベヤーへと接着し、液
体キャリア中の固形分含量が減少するので、液体キャリアの固形分含量が少ない量に減少
することが見出された。
【００９２】
　ある例において、液体キャリアが、第二の電極を経るコンベヤーの移動方向と反対の方
向で第二の電極の少なくとも一部分の長さを、ある例においてその全部の長さを移動した
後に液体キャリアが回収される。ここから回収された液体キャリアは最初に濃縮された物
質と比較して非常に低い固形分含量を持つことが見出され、液体キャリアは第二の電極と
コンベヤーとの間を最初に通過する。
【００９３】
　ある例において、コンベヤーと第二の電極との間のギャップは第一の出口と第二の出口
を持ち、その両方の外側から液体キャリアがギャップを通過した後に流れ、そして第一の
出口がコンベヤーの移動方向において第二の出口より下流に配置される。ある例において
、コンベヤーから除去された（例えば第一の態様においてステップ（ｂ）もしくはステッ
プ（ｃ）、または第二の態様においてステップ（ａ）もしくはステップ（ｂ）において）
液体キャリアは、第二の出口からコンベヤーの移動方向にギャップの下流へと流れ、また
はある例において第一の出口の近傍に流れる。ある例において、第一の出口においてギャ
ップから出た液体キャリアは、第一の電極へと再循環して戻り、そして第一の電極とコン
ベヤーとの間を通過する（例えば第一の態様においてステップ（ａ）において）。ある例
において、第二の出口においてギャップから出た液体キャリアは貯蔵容器へと移送される
。ある例において、貯蔵容器は封入され、そして液体キャリアは所望の位置へと運搬され
、および／または貯蔵される。ある例において、貯蔵容器はドラムであってよい。
【００９４】
　ある例において、物質は、液体キャリア中に荷電可能な粒子を含む静電インク組成物で
あってよい。
【００９５】
　ある例において、方法のステップ（ｂ）もしくはステップ（ｃ）においてコンベヤーか
ら除去された液体キャリアは、閾値未満の固形分含量を持つ場合に限り第二の電極とコン
ベヤーとの間を通過する。これはあらかじめ決められた閾値であってよく、装置は、ステ
ップ（ｂ）および／もしくはステップ（ｃ）においてコンベヤーから除去された液体キャ
リアの固形分含量を感知することができ、そして、液体キャリアが閾値未満の固形分含量
を持つ場合、液体キャリアを第二の電極へと向かわせることができる。
【００９６】
　ある例において、第二の電極とコンベヤーとの最短距離は０．５ｍｍ～５ｍｍであり、
ある例において０．５～２ｍｍであり、ある例において０．８ｍｍ～１．２ｍｍである。
【００９７】
　ある例において、第二の電極は、コンベヤーの表面と同一の方向に移動できる表面を持
つ、ローラーもしくはベルトの形状であってよく、そして、物質もしくは液体キャリアの
非存在下においてコンベヤーの表面と接触し得る。第二の電極が例えばシリンダーのよう
なローラーの形状であり、かつコンベヤーがドラムの形状であるとき、第二の電極のロー
ラーはコンベヤーのドラムのローラーの直径よりも小さい直径を持ち得る。ある例におい



(20) JP 5969704 B2 2016.8.17

10

20

30

40

50

て、例えば上述のもののようなローラーおよび／もしくはベルトの形状の複数の電極は、
コンベヤーの周囲に配置され、そして使用のとき、それぞれが荷電可能な粒子をコンベヤ
ーへと接着させるのに使用される。
【００９８】
　ある例において、複数の第二の電極が提供される。複数の第二の電極はそれぞれ独立に
、本明細書に記載される第二の電極の複数の型より選択され得る。ある例において、複数
の電極の少なくとも一つがコンベヤーに対して相対的に静止し、複数の電極の他のものが
コンベヤーの表面と同一の方向で移動できる表面を持つローラーもしくはベルトの形状で
あり、そして、物質もしくは液体キャリアの非存在下でコンベヤーの表面と接触できる。
ある例において、複数の第二の電極が提供され、ここで、一つが、コンベヤーの移動方向
で他の第二の電極よりも上流に配置され、コンベヤーに対し相対的に停止し、他の第二の
電極はローラーもしくはベルトの形状であり、コンベヤーの表面と同一の方向に移動でき
る表面を持ち、物質もしくは液体キャリアの非存在下でコンベヤーの表面と接触できる。
ある例において、液体キャリアは最初に静止した第二の電極へと供給され、そしてコンベ
ヤー上で液体キャリアが、ローラーもしくはベルトの形状の第二の電極を通過する。ある
例において、ローラーもしくはベルトの形状の第二の電極から除去された液体キャリアは
、静止した第二の電極へと再循環され、そして静止した第二の電極とコンベヤーとの間を
通過する。
【００９９】
　第二の電極が例えばシリンダーのようなローラーの形状であり、かつコンベヤーがドラ
ムの形状であるとき、第二の電極のローラーは、コンベヤーのローラーもしくはドラムの
直径よりもより小さい直径を持ち得る。ある例において、上述のようなローラーおよび／
もしくはベルトの形状の複数の第二の電極は、コンベヤーの周辺に配置され、使用のとき
にそれぞれが樹脂を含む粒子をコンベヤーへと接着させるのに使用され得る。
【０１００】
　第二の電極は、金属および炭素を含むがそれらに限定されない任意の導電性物質を含み
得る。第二の電極は、銅、アルミニウムおよび鉄鋼よし選択される金属を含み得る。
【０１０１】
　方法において、電圧が印加され、第二の電極とコンベヤーとの間の領域の液体キャリア
中の粒子がコンベヤーへと接着するようにされる。コンベヤーと第二の電極との間の電位
差は、５００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例において１０００Ｖもしくはそれ
以上であってよく、ある例において２０００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例に
おいて３０００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例において３２００Ｖもしくはそ
れ以上であってよく、ある例において３５００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例
において３８００Ｖもしくはそれ以上であってよく、ある例において４０００Ｖもしくは
それ以上であってよい。コンベヤーと第二の電極との間の電位差は、５００Ｖ～７０００
Ｖであってよく、ある例において１０００Ｖ～７０００Ｖであってよく、ある例において
３０００Ｖ～６０００Ｖであってよく、ある例において３０００Ｖ～４０００Ｖであって
よい。コンベヤーは第二の電極よりもより正の電圧であってよく、または、コンベヤーは
第二の電極よりもより正でない電圧であってもよい。ある例において、コンベヤーの電位
は例えばグランド（０Ｖ）と同じであるかまたは近くてよく、例えば５０Ｖ以内である。
【０１０２】
　コンベヤーと第二の電極との間の電場は、５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
く、ある例において１０００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において１
５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において２０００Ｖ／ｍｍもしく
はそれ以上であってよく、ある例において２５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
く、ある例において２８００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において２
９００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において３０００Ｖ／ｍｍもしく
はそれ以上であってよく、ある例において３２００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
く、ある例において３５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において３
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５００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよく、ある例において３８００Ｖ／ｍｍもしく
はそれ以上であってよく、ある例において４０００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上であってよ
い。コンベヤーと第二の電極との間の電場は、５００Ｖ／ｍｍ～６０００Ｖ／ｍｍであっ
てよく、ある例において１０００Ｖ／ｍｍ～６０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例にお
いて１５００Ｖ／ｍｍ～６０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２０００Ｖ／ｍ
ｍ～６０００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２５００Ｖ／ｍｍ～５０００Ｖ／ｍ
ｍであってよく、ある例において２８００Ｖ／ｍｍ～４７００Ｖ／ｍｍであってよく、あ
る例において２９００Ｖ／ｍｍ～４６００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２９０
０Ｖ／ｍｍ～４５００Ｖ／ｍｍであってよく、ある例において２９００Ｖ／ｍｍ～４２０
０Ｖ／ｍｍであってよい。本発明の発明者らは、粒子が高電場を通過するとそれらの荷電
が促進すること、および３０００Ｖ／ｍｍもしくはそれ以上の電場が、粒子の荷電の促進
に特に効果的であることを見出し、それは、物質（例えば静電インク組成物）がチャージ
ディレクタを欠いているときでさえでもそうであった。
【０１０３】
　第二の電極は、コンベヤーの近傍に配置され得、第二の電極とコンベヤーとの間の分離
がギャップを生じる。第二の電極は、例えば濃縮された物質を除去する手段よりも下流の
ような、コンベヤーの移動方向で、濃縮された物質がコンベヤーから除去される位置より
も下流に配置され得る。第二の電極は、コンベヤーの移動方向で、第一の電極よりも上流
に配置されていてもよい。方法は、液体キャリアが少なくとも部分的にコンベヤーと第二
の電極との間のギャップを満たすようにされ、ステップ（ｂ）において電圧が印加されて
液体キャリア中の荷電可能な粒子がコンベヤーへと接着するようにされる。
【０１０４】
　ある例において、第二の電極はコンベヤー近傍にあり、ならびにコンベヤーから（例え
ば第一の電極もしくは可動面から）除去されて第二の電極と第一のコンベヤーとの間を通
過する液体キャリアの貯蔵器中にある、ローラーを含む。ある例において、第二の電極は
コンベヤー近傍にある複数のローラーを含み、そのそれぞれが、コンベヤーから（例えば
第一の電極もしくは可動面から）除去されて第二の電極と第一のコンベヤーとの間を通過
する液体キャリアの貯蔵器中にある。ある例において、コンベヤーが非金属の、非弾性の
材料の表面カバーを持つドラムの形状にあり、第二の電極が、非金属の、弾性の材料の表
面カバーを持つ金属コアを含むローラーの形状にある。
【０１０５】
　濃縮された物質の除去
　方法は、例えば、第一の態様のステップ（ｄ）もしくは第二の態様のステップ（ｃ）に
おいて、コンベヤーから濃縮した物質（ある例において静電インク組成物であってよい）
を除去することを含み、そしてそれを貯蔵容器へと移送することを含む。例えばプレート
もしくはブレードのような静止部材を、コンベヤーの表面に近接近して、またはある例に
おいてコンベヤーの表面に接触して配置することは効果的である。プレートもしくはブレ
ードは、コンベヤーの全幅にわたって伸長し得、前記幅は典型的にコンベヤーの表面の移
動方向に対して垂直である。静止部材は、金属もしくはプラスチックを含むがそれらに限
定されない任意の好適な材料を含んでもよい。
【０１０６】
　貯蔵容器は、物質（例えば静電インク組成物）のための好適な入れ物であってよい。あ
る例において、濃縮された物質（例えば静電インク組成物）が貯蔵容器へと移送され、そ
のあと封入される。物質（例えば静電インク組成物）を含む封入された貯蔵容器は、例え
ば他の場所のような所望の場所へと輸送され、そこでは、物質はさらに使用され得、例え
ば物質が静電印刷インクである場合、印刷が実施され得る。
【０１０７】
　ある例において、物質が静電印刷インクであるとき、濃縮されたインクを作製し、それ
を貯蔵容器へと移送したあとに、方法はさらに、インクを他の場所へと輸送し、そしてそ
れをキャリア媒体によって希釈し、固形分含量（重量％による）を減少させ（例えば、３
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０重量パーセントもしくはそれ以上の固形分含量、ある例において４０重量パーセントも
しくはそれ以上の固形分含量から、１０重量％もしくはそれ以下、または５重量％もしく
はそれ以下の固形分含量へと）、そして静電印刷プロセスにおいてインクを使用すること
を含む。
【０１０８】
　濃縮された物質（例えば静電インク組成物）は、方法のステップ（ｃ）の最後および／
もしくは方法のステップ（ｄ）の最後において、３０重量％もしくはそれ以上の固形分を
、ある例において３５重量％もしくはそれ以上の固形分を、ある例において４０重量％も
しくはそれ以上の固形分を含み得る。
【０１０９】
　静電印刷プロセスは、
　濃縮された物質（静電インク組成物の形状であってよい）を提供するステップであって
、もし所望なら物質にチャージディレクタを添加し、ならびに／またはキャリア媒体によ
って希釈し、重量％による固形分含量を減少させる（例えば、３０重量パーセントもしく
はそれ以上の固形分含量、ある例において４０重量パーセントもしくはそれ以上の固形分
含量から、１０重量％もしくはそれ以下、または５重量％もしくはそれ以下の固形分含量
へと）ことを含むステップ；
　静電潜像を表面上に形成するステップ；
　表面を物質に接触させて、粒子の少なくとも一部分が表面へと接着し、表面上に現像さ
れたトナー像を形成し、そしてトナーイメージを印刷媒体へと転写するステップ；
を含み得る。
【０１１０】
　静電潜像が形成される表面は、例えばシリンダーの形状にある回転部材であってよい。
静電潜像が形成される表面はフォトイメージングプレート（ＰＩＰ）の一部分を形成して
もよい。接触することは静電インク組成物を静止電極と回転部材との間を通過させること
を含み得、回転部材はその上に静電潜像を持つ表面持つ部材であるか、またはその上に静
電潜像を持つ表面と接触する部材であってよい。電圧は、静止電極と回転部材との間に印
加され、粒子が回転部材の表面へと接着するようにされる。これは、１０００Ｖ／ｃｍも
しくはそれ以上の電場勾配を、ある例において１５００Ｖ／ｃｍもしくはそれ以上の電場
勾配を持つ電場へと静電インク組成物を供することを含み得る。
【０１１１】
　現像されたトナー像は、印刷基体へと直接的に転写されるか、または最初に中間転写部
材へと転写されることによって印刷基体へと転写される。中間転写部材は、回転柔軟性部
材であってよく、それはある例において、８０℃～１６０℃の温度へと加熱される。印刷
基体は、任意の好適な基体であってよい。基体はその上に画像を印刷して持ち得る任意の
好適な基体であってよい。基体は有機材料もしくは無機材料より選択される材料を含み得
る。材料は例えばセルロースのような天然ポリマー材料を含み得る。材料は、例えばポリ
エチレンおよびポリプロピレンかを含むがそれらに限定されないアルキレンモノマーから
形成されるポリマー、ならびにスチレンポリブタジエンのようなコポリマーのような合成
ポリマー材料を含んでもよい。ポリプロピレンは、ある例において、二軸延伸ポリプロピ
レンのようなポリプロピレンであってよい。材料は、シートの形状であってよい金属を含
み得る。金属は、例えばアルミニウム（Ａｌ）、銀（Ａｇ）、スズ（Ｓｎ）、銅（Ｃｕ）
、それらの組み合わせから選択され得るか、またはそれらより作製され得る。ある例にお
いて、印刷基材は、セルロース紙を含む。ある例において、セルロース紙は、例えばスチ
レン－ブタジエン樹脂から形成されるポリマーのようなポリマー材料によってコートされ
る。ある例において、セルロース紙は、ポリマー材料とともに（インクで印刷する前に）
その表面に結合した無機材料を持ち、ここで、無機材料は、例えば、カオリナイトもしく
は炭酸カルシウムから選択し得る。印刷基材は、ある例において紙のようなセルロース印
刷基材である。セルロース印刷基材は、ある例において、コートされたセルロース印刷基
材であり、例えばポリマー材料のコートをその上に持つ。
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【実施例】
【０１１２】
　装置および方法の例はここで説明される。
【０１１３】
　図１は、例えば液体キャリア中の荷電可能な粒子を含む静電印刷プロセスのためのイン
クのような物質を濃縮するための装置１００を模式的に示す。装置は、第一のドラム１の
形状で荷電可能なコンベヤー、ドラム１の下に配置される第一の電極２、表面３Ａを持つ
２つの第二のドラムもしくはローラー３、ドラム１の近辺に第一の電極２から反時計回り
に配置される第二の電極４、スクレーパー５、および貯蔵容器６を含む。図１はまた、コ
ンベヤーベルト７、調製タンク８、ならびに容器１９、２５および３０をも示す。
【０１１４】
　図に見られるように、電極２は、ドラム１の下に配置される静止電極２である。静止電
極は、ドラムの表面に従う曲面を持ち、そして、電極２の曲面とドラム１との間にギャッ
プが存在する。ギャップは、装置の意図する使用に応じた適切な寸法であってよい。ある
例において、ギャップは約０．５ｍｍ～２ｍｍである。
【０１１５】
　第一のドラムは本明細書に記載されるとおりであってよい。ある例において、それは例
えばアルミニウムのような金属のコアと、陽極酸化金属の表面コートとを持つ。
【０１１６】
　第二のドラム３のそれぞれの表面は、例えば静電印刷プロセスのためのインクのような
物質の非存在下で、第一のドラムの表面と接触する。第二のドラム３のそれぞれは、金属
のコアと、例えばポリウレタンのような弾性材料のコートを持ち、ある例において、その
中に例えば第四級アミンのような抵抗制御剤が分散されている。
【０１１７】
　図示されるように、第二の電極４はドラム１の近傍で第一の電極２から反時計回りの位
置に配置される静止電極である。静止電極４は、ドラムの表面に沿う曲面を持ち、電極４
の表面とドラム１との間にギャップが存在する。ギャップは適切な寸法であってよく、装
置の意図される使用による。ある例においてギャップは約０．５ｍｍ～２ｍｍである。
【０１１８】
　空気ナイフ（図示されない）は第二のドラム３の周辺の時計回りの方向の位置であり、
かつスクレーパー５から反時計回りの周辺の位置に配置され得る。空気ナイフは、空気の
流れがドラムのシリンダーの径に沿ってドラム１の表面に向かうように向けられる。ある
例において複数の空気ナイフが荷電可能なコンベヤーの週へに配置され得る。
【０１１９】
　金属ブレードの形状のスクレーパー５は、例えばバネ（図示されない）のようなバイア
ス手段によって第一のドラム１に対してバイアスされている。コンベヤーベルト７は、ス
クレーパーの下に配置される。貯蔵容器６は、コンベヤーベルト７の一端の下に配置され
る。
【０１２０】
　静電インクの濃縮における使用例はここで説明される。使用において、静電印刷プロセ
スにおける使用のためのインクが調製タンク８において最初に調製される。調製タンクに
入るとき、前駆体インク組成物は、典型的に２０～２５重量％の非揮発性固形分の量を持
つ。一度前駆体インク組成物が、特定の添加剤を添加すること、および非揮発性の固形分
が約５重量％の量になるまでさらに希釈することを含む濃縮のためのインク組成物を形成
する調製の最終段階に供されると、それはパイプもしくは他の同様の中空の部材であって
よい導管９を通じて第一の電極２へと供給される。ポンプ１０が、調製タンク８から電極
２へのインク組成物の移送を助けるために使用される。電圧Ｖ１が電極２に印加され、時
計回りの方向で電極２に最短に配置されるドラム３に電圧Ｖ２が印加され、時計回りの方
向で電極２により離れて配置されるドラム３に電圧Ｖ３が印加され、ドラム１に電圧Ｖ４
が印加される。ドラム３はいずれも反統計周りの方向に回転し、一方でドラム１は時計回
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りの方向に回転する。インク組成物は導管９の末端に示される位置で電極２に供給され、
電極２と回転ドラム１との間に回転ドラムの方向と反対の方向で注入される。このことに
よって、すべてではないにせよ、電極２とドラム１との間のギャップの大部分が静電イン
ク組成物で満たされることが見出されてきた。電極２とドラム１との間のギャップにおい
て、荷電可能な粒子が、ドラムに向かって移動してドラムに接着するように配置される。
液体キャリアの一部分が粒子とともにドラムへと接着するが、その一部は電極２の反時計
回りの側においてギャップから流れ出て、そして一部は電極２の時計回りの側において流
れ出る。電極２の反時計周りの側でギャップから流れ出た液体キャリアは、回収トレー１
０ａの右手側で回収される。電極２の時計回りの側でギャップから流れ出た液体キャリア
は回収トレー１０ａの左手側で回収される。回収トレー１０ａの右手側および左手側はお
互いに分離されている。第一の電極２の右手側でギャップより出てきた液体キャリア、す
なわち、ドラム１の回転に対して電極の長さを移動してきた液体キャリアは、第一の電極
２の左手側のギャップより出てきた液体キャリアと比べてより低い固形分含量を持つ。回
収トレー１０ａの左手側からの液体キャリアは導管１３を通じて調製タンク８へと返され
て供給される。回収トレー１０ａの右手側からの液体キャリアは、導管１５および１７を
通じて容器１９へと供給される。ある例において、多経路（例えば三経路）のバルブ１６
が、導管１７の代わりに導管１８に沿って導管１５から来る液体キャリアの流れを分岐で
き、これによって、液体キャリアを調製タンク８へと返して供給できる。このことは、以
下に説明されるように、導管１５の液体キャリアの固形分含量が閾値よりも多いときに望
ましいであろう。ある例において、電極２およびドラム３において濃縮プロセスから回収
された液体キャリアは、容器１９へと移送することが許され、もしそれが特定の閾値未満
の固形分含量を持つとき、第二の電極４においてさらに清浄化される。
【０１２１】
　上述のように、電極２とドラムとの間のギャップにあるインク組成物がドラムと接触し
、電圧Ｖ１とＶ４とが、インク組成物の粒子がそれらが分散している液体キャリアの一部
分と一緒にドラム１の表面に向かって移動し、ドラム１の表面に接着し、第一のドラム１
の表面にインクの層が形成するようなものにされる。第一のドラム１は時計回りに回転し
、ドラム１上のインクは第二のドラム３に向かって移動するようにされる。第二のドラム
３は回転して、第二のドラム３表面が第一のドラム１の表面と、それらの接触箇所におい
て、同一の速度で移動するようにされる。電圧Ｖ２は第一のドラム１と第二のドラム３と
に印加され、粒子が第二のドラム３から離れて第一のドラム１へと向かうようにされる。
第二のドラム３は、第一のドラム表面上のインクと接触し、インクから液体キャリアの一
部分を除去するように作用し、一方で、すべてではないにせよ多くの固形分が残余の液体
キャリアとともに第一のドラム１の表面に残る。これは、ドラムの表面上の濃縮されたイ
ンクを作製する。過剰の液体キャリアは、ドラム３との接触の間にドラム１上の組成物か
ら分離され、回収器１１および１２へと落下する。
【０１２２】
　電極２に最寄のドラム３を経て移動したあと、コンベヤー上のインクは、さらなる第二
のドラム３へ向かって移動し、通過する。電圧Ｖ３が、さらなる第二のドラム３と第一の
ドラム１との間に印加され、再び粒子がさらなる第二のドラム３を離れて第一のドラム１
の表面に向かうようにされる。インク中のさらなる液体キャリアが除去され、第一のドラ
ム表面上のインクがさらに濃縮される。
【０１２３】
　回収器１２は、電極２の最寄に配置されるドラム３の下に配置される。液体キャリアは
回収器１２から導管１３を通じて調製タンク８へと返るよう移送される。回収器１１は電
極２から離れて配置されるドラム３の下に配置される。液体キャリアは導管１４を通じて
受容器１９へと回収器１１から移送される。回収器１２に回収される液体キャリアは、あ
る例において回収器１１に回収された液体キャリアよりも高い固形分含量を持つことが見
出される。ある例において、回収器１１に回収される液体キャリアは閾値未満の固形分含
量を持ち、第二の電極４におけるさらなる清浄化のために受容器１９へと移送される。
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【０１２４】
　電極２から最も遠いドラム３を経て移動すると、コンベヤー１上のインクは、空気ナイ
フによって作られた空気の流れを通過でき、それは液体キャリアをさらに蒸発させ、第一
のドラム１表面上のインクをさらに再び濃縮するように作用し得る。
【０１２５】
　ドラム１のさらなる回転において、濃縮されたインクは、バネのような手段によって第
一のドラム１の表面に対して移動させられるブレード５へと到達する。
【０１２６】
　ブレードは第一のドラム１の表面から濃縮されたインクをこすり落とすよう作用する。
ブレードは濃縮されたインクが、時計回りに回転するコンベヤーベルト７に向かって下方
向にスライドし、インクがその右手の端の下に配置された貯蔵容器６へと移送されるよう
に方向付けされる。貯蔵容器６は、例えばインク組成物を輸送するためのカートリッジで
あってよい。それは、例えば静電印刷のための装置を持つ場所のような他の場所に輸送で
き、そして静電印刷のために使用され得る。それは所望なら液体キャリアを添加すること
により希釈され得、そして、静電印刷プロセスにおいて使用され得る。
【０１２７】
　清浄化ユニット１０１における、電極２およびドラム３（回収器１１を通じて）におけ
る濃縮プロセスから除去された過剰な液体の清浄化はここに説明される。受容器１９へ輸
送される液体キャリアは、典型的には、調製タンク８におけるものよりも低い固形分含量
を持つ。ある例において、液体キャリアが、固形分含量が閾値もしくはそれ未満であると
きに受容器１９へと輸送されるが、そうでないなら調製タンク８へと再循環して第一の電
極２へと戻るように、閾値が設定され得る。閾値は、ある例においておよそ１重量％もし
くはそれ以下であり、ある例においておよそ０．５重量％もしくはそれ以下であり、ある
例においておよそ０．２重量％もしくはそれ以下である。受容器１９に回収される液体キ
ャリアは、ポンプ１０の助けで、導管２０を経て第二の電極４へと移送される。液体キャ
リアは導管２０の末端に示される場所において第二の電極４とドラム１との間のギャップ
へと供給される。液体キャリアは、ドラム１の回転方向と反対の方向でギャップに供給さ
れる。電圧Ｖ５が第二の電極４に印加され、液体キャリア中の荷電可能な粒子がドラム１
へと向かって移動し、ドラム１に接着するようにされる。液体キャリアは電極４の長さを
移動した後に（ドラムの回転に対して）電極４の最上部においてか、またはそれらが注入
された場所の近くにおける電極４の最下部においてかのいずれかにおいて電極４とドラム
１との間のギャップから流れ出る。電極の最下部においてギャップから流れ出る液体キャ
リアは、回収器２１で回収され、導管２２を経て受容器２１へと返るように供給される。
ある例において、さらなるドラム３’が第二の電極周辺から時計回りに配置され、このド
ラムは、第二の電極を通過した後にコンベヤー表面上に存在し得るインク／液体キャリア
をさらに清浄化する。ドラム３’は、２つのドラム３と同一の、もしくは類似の構成を持
ち得る。電極の最上部においてギャップを流れ出た液体キャリアは、回収器２３で回収さ
れ、導管２４を通じて受容器２５へと供給される。それが電極４の最上部においてギャッ
プを流れ出た後、固形分含量が、ある例において、例えば５０ｐｐｍ固形分に等しいくら
い非常に低いことが見出された。ある例において、受容器２５における固形分含量が所望
されるほど低くないなら、液体キャリアはさらなる清浄化のために導管２６を通って受容
器１９へと供給される。ある例において、受容器２５における固形分含量が所望の閾値で
あるか、所望の閾値より低い場合、所望の使用のために、液体キャリアが、導管２７、バ
ルブ２８（フロートバルブであってよい）、およびスクリーニングユニット／フィルター
２９を経て、輸送のためのドラムの形状であってよい受容器３０へと供給され得る。
【０１２８】
　ある例において、調製タンク８上に、もしくは調製タンク８中に、ならびに／または受
容器１９および２５の任意のものに、デバイス３１が提供され、デバイスは、タンク８お
よび／もしくは受容器１９／２５中の物質／液体キャリアの固形分含量、タンク８および
／もしくは受容器１９／２５中の物質／液体キャリアの温度、圧、および／もしくはレベ
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ルを含むがそれらに限定されない、調製タンク８および／もしくは受容器１９／２５の特
定の状況を観測することができてもよい。
【０１２９】
　方法および装置が特定の例を参照して記載されてきたが、当業者なら、本開示の精神を
離れることなくさまざまな修正、変更、省略および置換をなし得ることを理解し得るであ
ろう。それゆえ、方法および装置は、以下の請求高の範囲によって限定されることが意図
されている。任意の独立請求項の特徴は、従属請求項もしくは他の独立請求項の任意の特
徴と組み合わせてもよい。

【図１】
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